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農村にbける貧血と鈎虫症との関係

(2) 鈎虫非戚染者の血色素量とそ の生活状態

荻野 淑良j)

国立予防衛生研究所寄生虫部埼玉県本庄保健所

（昭和 33年 12月8日受領）

はしがき

わが国の農村地区住民は，都市住民？とくら代，鈎虫保有

率は相当高く ，鈎虫寄生により農民の受ける防害も少な

くない。との附告については次節に明らかにされつ〉あ

るがC~tr11, 1951； 小宮，1956； 石｜崎，1957； 柳沢，

1957)，近年研究の対象として取り上げられきたいわゆる

農夫症においても，とのととが比較的大きな問題として

考究されてきた（白木農村医学会，1955）。一方，最近

の諸家の報告によれば，自党症状を訴えず，医師の診察

も受けない農民ても，とれらの人述を検査すると，鈎虫

保有者である場合が少なくない（小宮ら，1953）。

また農民の血色．素呈を調査してみると，糞便中に発見

された鈎虫卵数に比較して，貧血が高度に過ぎると忠わ

れる場合にしばしば巡遇する。さらに，糞便中に鈎虫卵

を見出し得ない農民ても，健康正常人の血色素量（小宮

悦1955）より，とれが低下している場合が相当見出され

る（小宮 ・石崎， 1955；荻野，1958）。とのとと自体が，

すでに公衆衛生上大きな問題であるO 私はとの点に諸口

して，農民の鈎虫感染以前の血色素量の低下が，如何な

る原因によるものかを追及する目的て，調査研究を行

った。

調査対象

調査対象は，東京都南多摩郡忠生村住民の男子39名，

女子41名について，昭和31年10月に，また埼玉県本庄市

仁手地区住民の男子81名，女子 106名について，昭和32

年11月に調査を行った。 両地区共，純農耕地区であるO

対象者は，年齢満20歳以上60歳点満の人達て，いずれも

Yoshio OGINO: The relation between anemia and 

ancylostomiasis in the rural area (2) The environ-

mental factors relating to hemoglobin contents 

in blood of non-infected cases (Department of 
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鈎虫非感染者であるO また調査は，地区住民の一般健康

診断の形式て行ったので，対象者は，それぞれの調査地

区の鈎虫非感染者（母集団〉よりの，無作為抽出i出木と

考えてよいと思う。

調査項目および方法

検便 ：厚生省街生検査指針にもとづいて，直接塗抹標

木 8枚および飽和食塩水浮世産法原木1枚について，鈎虫

卵検出を行った。

血色素量 ：Sahli氏？去に準じて，血液0.02ccを耳染採

取し， 1/ 10規定塩酸て、塩酸へマチンとし，とれに蒸溜水

を加えて全量 5.0ccとしたものを，Colemanおよび目立

光市光度計を用いて計測し 〈波長 470mμ），あらかじめ

基礎実験て得た換算表により，血色素量を算出したO

網状赤血球数 ：耳染採取した血液を 1%プリラントク

レヂーノレ1'1て、超l生体染色，ギムザ液て後染色した塗抹！索

本について， 赤血球数1000中の網状赤血球数を算定し

たO

疲労度 ：午前10時から同11時までの聞にちらつき値全

測定したO あらか己め被検者に測定方法を説明し，2回

練習の後，8回目の測定値をとったO

蛋白摂取量 ：調査期日前の約1カ月聞に摂取した動物

性蛋白質のうち，牛乳， 山羊乳，鶏卵，魚肉，獣肉につ

いて聴取し，とれから食品棋準成牙表に準拠して，1日

当り蛋白摂取量を算出した。

体格指数 ：型の如く身長および｛本主を計測し，ζ の値

を用い Liviの指数 ev葎亙E五÷ 身長 cm× 100）を

算出した。

睡眠時間 ：起床時刻および就ば時刻を聴取しτ，これ

から睡眠時間を算出したO

農耕時間： 実際に農耕に従事している時間て，休憩、時

聞は含まれていない。

出血性疾患 Cif.1出血， 痔出血，月経過多等〉，神経痛，
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多16%て、，平均 6.94泌て、あったO 血色素足は最低10.5

g/dl，最高16.0g/dlて，平均 12.69 g/dlであった。両者

の相関々係をみると，その有志性の危険率はGO%と50%

の間にあった（ts二一 0.582）。

睡眠時間：男子 ：忠生地区26名ては，最少 7.0時間，

最多 9.5時間，平均8.34持聞であった。血色素量は最低

11. 7 g/dl，最高16.5g/dl，平均 14.03g/dl』どあったO 両

者の相関々係の有志性の危険率は， 30%と20%の間にあ

ったくts二 1.305) c第 2図（イ〉〉。仁子地区64名ては，

最少6時間，最多111ゆ間，平均9.35時間であった。血色

素量は最低10.0g/dl，最高16.0g/dl，平均12.9 g/dlであ

った。両者の相関々係の有意性の危険率は，40%と30%

の間にあった（ts二一 o.955）。

女子 ：忠生地区38名ては，最少 6時間，最多 9.5時間，

平均7.29時間てあった。血色素量は最低 9.0g/dl，最高

15. 2 g/dl，平均 12.13g/dlて、あったO 両者の相関々係

の有志性の危険率は，40%と30%の聞にあった（ts二

0.902 ）。仁手地区85名ては，最少 6.5時間，最多11時

間，平均8.66時間であった。血色素量は最低 9.0g/dl, 

最高15.4g/dl，平均 12.00g/dlであった。両者の相関々

係の有意性の危険率は， 2%と1%の間にあった（ts=

2.540 ) c第2図（ロ〉〉。

農耕時間 ：男子 ：忠生地区25名ては，最少 71時間，最

多12時間，平均9.50時間であった。血色素民は最低11.7 

g/dl，最高16.5g/dl，平均 14.06g/dlて、あった。両者の

相関々係の有，む性の危険率は50%と40%の聞にあった

(ts=-O. 710）。仁子地区40名ては，最少 5.5時間，最

多11時間，平均7.20時間であった。血色素足は最低10.0

g/dl，最高16.0g/dl，平均 13.24g/dlて、あったO 両者の

相関々係の有志性の危険率は 0.1%以下であった（ts二

3. 879）。

女子：忠生地区25名ては，最少 6.5時間，最多11.8時

間，平均8.90時間であった。血色素量は最低 9.3g/dl, 

最高15.2g/dl，平均 12.20 g/dlであったO 両者の相関々

係の有意性の危険率は， 10%と5%の聞にあった（ts二

1.895）。仁手地区52名ては，最少 5.0時間，最高10.5時

間， 平均7.25時間であった。血色素量は最低 9.9 g/dl, 

最高15.4g/dl，平均 12.io g/dIてあった。両者の相関々

係の有意性の危険率は， 50%と40%の間にあったくts二

0.699）。

疲労度：仁子地区のみに行ったO 男子50名ては最低

19，最高 34，平均 23.64であった。血色素量は最低10.0

g/dl，最高16.0g/dl，平均 13.11g/dlて、あった。両者の

510 

便柁習性，妊娠回数 ：何れも問診により聴取した。

なお，対象者を満20歳以上60成未満をしたのは，第 1

報〈荻野， 1958うに報告したどとしとの年齢聞では，

血色素量に関する限り一応等質化されていると見倣した

ためで払るO

鈎虫Jrr~fl~：者？とヲいて，男女別に各調査項日と血色素

；岳との関係をみた。

網状亦血球数 ：忠生地反の主士調査したO 男子39名中

網状赤血球数の最少は 2鋭，最多17鋭て、，平均7.02泌て

;i, －ノたO 血色素罰：ま最低11.0g/dl，最高16.5g/dlて，平

均 13.80 g/dlて、ちつtc.。両者の相関々係をみると，その

有志性を危険率は20%と10%の聞にあった（ts=1.320) 

（第11可）ok子18名てば，網状赤血球数は最少1泌，最
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g/dl，最高16.5g/dl，平均 14.01g/dlて、あったO 両者の

相関々係の有意性の危険率は， 10%と5%.の間にあった

(ts二 一 1.920）。仁手地医59名では，最低 1.3g，最高

32.0 g，平均 12.72 gて、あゥたO 血色素量は最低10.0

g/dl，最高16.0g/dl，， 平均 12.73 g/dlて、あったO 両者の

相関々係の有意性の危険率は， 5%と2%の聞にまった

(ts二一 2.202）。女子：忠生地区36名ては，最低 0.9g,. 

最高38.5g，平均 12.15 gて、あった。血色素賢は最低

9.0 g/dl，最高15.2g/dl，平均 12.15 g/dlて、あった。両

者の相関々係の有意性の危険率は， 20%と10%の間にあ

った（ts二 1.411) c第4図λ仁手地区65名ては，最低

0.5g，最高24.0g，平均 11.76 gてPあった。血色素量

は最低 9.6g/dl，最高15.4g/dl，平均9.13g/dlて、あった。

両者の相関々係の有意性の危険率は，60%と50%の間に

あった（ts二 0.536）。

妊娠回数：忠生地区35名ては，最少0回，最多10回，

平均3.63回であったO 血色素塁は最低 9.0 g/dl，最高

15. 2 g/dl，平均 12.12 g/dlであったO 両者の相良jノセ係の

有意性の危険率は， 90%と80%の聞にあった（ts二一

0.248）。仁手地区86名では，最少0回，最多12同，平

均2.83回であった。血色素量は最低 9.0g/dl，最高15.4

g/dl，平均 11.99g/dlであった。両者の相関々係の有

意性の危険率は，1%と 0.1%の聞にあった（ts=-・

0.273）。

出血性疾患：血色素呈に関して， 8.6～ 9.5 g/dl, 

9.6～10.5 g/dl，以下同様に 1.0g/dlの階級にわけ，そ

れぞれの階級に含まれるもの〉本疾患発現頻度と，血色

素量との相関々係をみたO 男子：忠生25名ては，上記の

相関々係の有意性の危険率は， 30%と20%の聞にあり

(ts二 1.285), イ二手地区別名ては，70%と60%の間にあ

ったくts二 0.526）。女子：忠生地区38名ては，上記の相

関々係は40%と30%の聞にあり，（ts二 1.055），仁手地

区 106名ては， 30%と20%の間にあった（ts二 1.398）。

神経痛：検討方法は，出血性疾患の場合と同様に行っ

たO 男子 ：忠生地区26名ては，神経痛発現Jtf1度と血色素

量との相関々係の有意性の危険率は，20%と10%の聞に

あり （ts=- 1.768），仁手地区71名ては同危険率は， 5 

%と 2%：の聞にあった くts= 2.960）。女子 ：忠生地区41

名ては，上記の相関々係の有意性の危険性の危険率は，

5%と2%の間にあり（ts=- 2.940），仁手地区92名

ては，同危険率は， 40%と30%の聞にあった（ts＝ー－
0.994）。

便秘習性：検討方法は，前 2項目と同様に行った。男

(1959）〕

相関々係の有志性の危険率は， 60%と50%の間にあった

くts二 一 0.556）。女子62名ては最低 19，最高 30，平尾j

23.92てあったO 血色素なは最低 9.0 g/dl，最高 15.4

g/dl，平均 12.11g/dlて、あったO 両者の相関々係の有志

性の危険率は， 30%と20%の間にあった（ts二 1.188）。

体陥指数：；Liviの指数を用いた。男子：忠生地区14

名ては，最低2.10，最高2.42，平均2.18であった。血色

素早ーは最低12.3 g/dl，最高16.5g/dl，平均 14.35g/dlて

あった。両者の相関々係の有志性の危険率，1%と 0.1

%の間にあった（ts=3 .133）。仁手地区 63名ては最低

2.2，最高2.6，平均 2.38であった。 血色素は最低10.0

g/dl，最高16.0g/dl，平均13.2g/dlて、あった。 両者の相

関々係の有怠性の危険率は， 0.1%以下であった（ts二

-10.533）。

女子：忠生地区20名ては，最低 2.03，最高 2.42，平均

2.25であった。血色素量は最低 9.0g/dl，最高15.6g/dl, 

平均 12.24g/dlて、あった。両者の相関々係の有意性の危

険率は， 1%と2%の間にあった（ts二 3.880）（第8図〉。

仁手地区83名ては最低2.3，最高2,7，平均2,44て、あったo

血色素置は最低 9.0g/dl，最高15.4g/dl，平均 12,03g/dl

であった。両者の相関々係の有意性の危険率は， 0.1% 

以下であった（ts二 － 5.553）。
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蛋白摂取量と血色素量（忠生女子）

蛋白摂取量：男子：忠生地区25名ては，最低 2.4g, 

最高22.7 g，平均9.11gて、あった。 血色素量は最低11.7 

体格指数と血色素量（忠生女子）
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子 ：忠生地医26名ては，便秘習性の発現明度と血色素量 以上の成績からみると，同一調査項目が，地区，男女

との相関々係の有意性の危険率は，90%以下とはならず に拘わらず，血色素長と相関があったか，叉は相関の傾

(ts二 0.134），仁手地区58名ては，同危険率は， 5%と 向があったものはなし、。前にも述べた様に，血色素量

2%の間にあった （ts=- 2. 736）。女子 ：忠生地区37名 は， いろいろの因子が生体に働らいた結~~現在値を示し

では，同危険率は，40%と30%の聞にあり（ts二 o.954), ていると考えれば，地区の相速により，あるいは男女の

仁下地区間名ては，同危険率は， 2%と1%の聞にあっ 相違により，各担円と血色素量との相関々係をみた成績

た（ts二 － 4.441)。 が同ーでないという事は，当然あり得るととであるO

血色素査の低下は，血液水牙置の増加等による場合も

考按と総括 ・ 考えられるが，一定の年齢階居内の今回の調査では，稀

良耕地区住民について，その血色素呈を集団としてI反 有な者血惹起疾患，たとえば悪性腫疲，{i：症結核，肝硬

抗う場合， ζれと相関があると思わ札る諸因子を考えて 変，溶血性薬物中毒，木態性合血などが特に多かったと

みると， • は思えないし，妊娠者を除いては，被調査者が血紫増加

i) 造血機能の良否 の状態にあったとも考えられなし、。とすると，この場合

ii）疲労の程度 血色素量の高低は，まず造血状態の差と考えてよいだろ

iii）栄長状態の良否，特に鉄，蛋白の摂取量 う。との意味で，網状赤血球数と血色素昆；との聞に相関

iv）消化機能の良否 の傾向が認められたととは，興味が深い。ては，造血状

v) 出血性疾患の有無 態の差は何によって起るかというととを考えてみると，

などが考えられるO イ〉 鉄代謝の実態

とれは血色素量の状態，更に云えば全血という現象を ロ〉 一般的な生体の代謝機態の実態

中心として，とれを各方面からみたものと云えるO 勿論 がまず考えられるO

各因子は，相互に関連があり得るし，同一事実を表面と イ〉については，生体の鉄渋量，貯蔵鉄量とその動員

裏面とからみたような関係のものもあるO すなわち，上 状態，鉄吸収および排出が考えられる。との場合，消化

記の如きような因子が生体に働らきかけ，あるいは生体 器系の機能状態が問題となってくるO 前記の成績からみ

が反応を示し，それらの結果として，その個体の血色素 ると，体陥指数は 0.1%以下の，便秘習性は 5%以下の

量が現在の値を示していると考えられるO したがって， 危険率て，夫々血色素量と相関々係がみられた。との問

農民を集団としてみた場合，上記の各項目のうち，特定 題については，鉄代謝を中心として， くわしく調べる

のもののみが血色素量に関係するとは思われない。また 予定てあるが， ζの成績からでも，ft血には消化機能の

今回調査を行った各項円が，血色素値との相関々係があ 良否が関係するであろうという推論が成立する。次に

ると仮定した場合，睡眠時間，体陥指数，蛋白摂取量， ロうについて考えてみるO 睡眠時間，疲労皮，体陪指

疲労度〈ちらつき値〉，網状赤血球数は正の相関が，段 数，蛋白摂取虫の各項円が，夫々血色素呈と強い柑関，

耕｜時間，出血性疾患，神経痛，妊娠回数，便秘習性はj必 若しくは相関傾向がみられたO 疲労は，一般に生体の機

に相関が予想されるO 乙の考えと前記の成績とから，各 能の低下が予惣される現象である（S. H. Bartleyら

調査項目と血色素量との相関々係の有意性の危険率を， 1947)。睡眠は，身体の休養，疲労の恢復と密接な関係が

1%以下とすると，体陥指数〈忠生男子〉，妊娠回数（木 あり，睡眠時聞の多少は眠る深さにもよろうが，疲労の

庄〉，の 2つが夫々血色素量と相関があったととになる。 程度と一応平行的な関係があると考えられるO 叉蛋白摂

叉上記の危険率を 5%以下とすると，更に睡眠時間（木 取は，生体の疲労に対する抵抗力に関係があることが考

庄女子〉 ，体l名指数（忠生女子〉，神経痛（忠生女子〉，使 えられるO 体中各指数も，との値が大きれば，同一畳の作

秘習性〈木庄男子および女子〉の 5つが犬々血色素:ill:と 業を行った場合，疲労の程度が少ないとか，恢復が速い

相関があったことになるO 叉上記の危険率が30%以上の という関係がありそうに思われるO とれら一般的な生体

ものは，血色素量と相関の傾向があるとすると，上掲の の代謝機能と，直接または間接の関係あると考えられる

各項目のタ卜に，睡眠時間（忠生男子〉，蛋白摂取量〈忠生 諸噴目が，一部血色素量と相関の傾向が見られたととか

女子〉，神経痛 （忠生男子〉，疲労皮（本庄女子〉，網状赤血 ら，造血能力の差は，生体の代謝機能の良否と関係があ

球数（忠生男子うの 5つがこれに該当することになるO りそうに思われるO

( 60 ) 
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一方血色素量の高低は，その生体への侵襲の度に影響

されることがあり得るO 神経痛の頻度および妊娠回数

が，夫々20%以下， 1%以下の危険率て血色素量と相

関，若しくは相関傾向がみられた。妊娠時は，血撲の比

較的増加により血色素量は低下をきたし〈林， 1956），慢

性感染症において貧血が認められており〈石上， 1956),

ある種の伝染性疾患（急性関節ロイマチス等〉，萎黄病も

貧血の原因となるととは成書に記されている通りである

〈呉・坂本， 1938）。また経済状態から賛富による差の影

響について，生活程度を上，中，下に分け（国見， 1955),

Liviの指数および蛋白摂取量を比較してみたが，三者の

聞に有意差があるとは云えなかったO

この様に考えてくると，農民の血色素量低下の大きな

原因が何であるかというととは今回の調査からは一律に

断定し得ーなかったO 鉄に関する問題，栄養摂取の問題

も，更に追及してみなければならないと考える。

結論

今回の調査では，つぎのことが云えるO

1) 各調査項目と血色素量との相関々係に有意性があ

るとする場合の危険率は，地区の別，男女の別によって，

必らずしも同一て、なかった。

2) 上記の危険率のうち各項目毎に最も低いものは次

の様であった。

イ） 体陥指数は 0.1%以下，睡眠時間は 2%以下，

疲労度は30%以下の危険率て正相関。

ロ〉 網状赤血球数は20%以下の危険率で正相関。

ハ） 妊娠回数は 1%以下，便秘習性は 2%以下，神

経痛は 5%以下の危険率て逆相関。

ニ〉 出血性疾患は40%以下，農耕時聞は50Yo以下の

危険率であった。

3) 今回調査を行った各項目とも，特にその中の一つ

のみが農耕地区住民の貧血の原因たり得るとは云い切れ

ない。

稿を終るにあたって，御指導御校閲頂いた予研寄生虫

部々長小宮義孝博士に深謝するとともに，御指導御鞭捷

頂いた石崎達博士はじめ予研寄虫部の諸兄に感謝致し

ます。
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Summary 

In the previous paper, it was made clear that 

in a rural area of Japan about 30 % of residents 
with no hookworm, was found to be in anemic 

condition. The present survey was conducted to 

elucidate whether there exists a certain correlation 

between this anemia and their environmental con・

ditions concerned. Results obtained were as follows・ 

1) The correlations between several inquired 
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items and hemoglobin concentration were found to 

be statistically significant with variable limits of 

confidence, which were shown as follows : 

Items inquired 

Number of reticulo-cyte 

Sleeping hour 

Farming hour 

Limit of 
confidence 

(highest value) 

80 .% 
50 .% 
98 .% 

( 62 ) 
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Flicker value 70 .% 
Livi's index 99 .% 
Taking quantity of animal protein 80 % 
Frequency of pregnancy 99 .% 
Hemorrhagic disease ー30.% 
Neuralgia 80 .% 
Tendency of constipation 98 .% 

2) No items inquired was considered to be a 

dominant ca use of this anemia. 




